
　ダイコンは、日本の食生活に欠かせない野菜です。

栽培の歴史は古く、全国各地に分布しているので、品

種改良が盛んに行われています。季節や用途に応じた

品種を選び組み合わせると、１年を通じて収穫するこ

とができます。

ダイコン
・ 植物分類　アブラナ科

・原産国　地中海沿岸　中央･東南アジア等

栽培カレンダー
収穫種まき
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春どり栽培

島田北営農経済事業所　坂口 栄

種をまく2週間前に苦土石灰をまき、深さ30㎝くらいまで耕

します。１週間ほど前に完熟堆肥と化成肥料をまき、よく土と

混ぜたあと、幅60～70㎝、高さ10㎝ほどの畝を立てます。

畑の準備1

最終間引き後に畝の肩に化成肥料をまき、中耕と土寄せ

をします。その20日後にも同様に、追肥・中耕・土寄

せを行います。

追肥と土寄せ4

下葉が横に張り、中心の葉が立ってきたら収穫適期で

す。収穫が遅れるとす入りが多くなります。特に青首品

種は、そのままにしておくと生長し続けて、す入りに

なってしまいます。

収穫5

ビンやペットボトルの底で
凹みをつけると簡単に種
がまけます。

Point
!

〈1㎡当たり〉

〈1株当たり〉

〈1株当たり〉

化成肥料
30～50g

化成肥料
30～50g

第3回の間引き後、畝の片側にばらまき、
くわで土と混ぜながら土寄せする

上方に向かって勢いよく伸びていた葉が開き
ぎみになり、外葉が垂れるようになったら
収穫の適期。

葉柄のつけ根から2～3cmのところを切って
みる。そこにす入りが認められると、根の
ほうもすが入っている

葉のす入り

根のす入り

1回目と同量の肥料を反対側に施し
土寄せする

第1回 第2回〈1回目の20日後）

種まき2週間前
苦土石灰100g

石や木片など根の伸長の
障害になるものは取り除く

1週間前
完熟堆肥

2kg
化成肥料
100g

種は点まきにし、大きくなる品種では30㎝間隔にまき坪

を作りましょう。１か所に間隔をあけて4～5粒まきま

す。厚さ1～2㎝程度の土をかけ、手のひらで軽く押え、

発芽するまで不織布を掛けておきます。

種まき2

くわ幅で深さ3cmほどの
まき溝をつくる

60～70cm

25～30cm

発芽が揃い、本葉が見え始めたころに１回目、本葉3～4

枚で２回目、本葉5～6枚のころに１本に間引きます。

間引き3

条まきにして
間引き菜を利用する場合は、
種の間隔を2～3㎝程度とし、
間引き菜を利用しながら
最終株間を30㎝程度に

仕上げましょう。

本葉6～7枚のころ
1本立てにする

本葉3～4枚のころ2本に

第3回（最終間引き）

第2回

本葉1枚のころ3本に

間引きのとき子葉の形のよいものを残す

生育初期に子葉が整形のものは根形がよく、
不整のものは根の形もくずれやすい

発芽ぞろい

第1回

島田北営農経済事業所が
おすすめします！

◎価格
1㎏　1,923円（税込）
◎特徴
世界で初の広い範囲の害虫に効果のあ
るジアミド系薬剤。アブラムシやスリップ
ス、コナジラミ等の吸汁性害虫にも高い
効果を示します。新規有効成分なので、既
存薬剤に効果が低下した害虫にも高い
効果を示します。
◎使用方法
適用病害虫：コナガ・アオムシ・アブラム
シ類・ハイマダラノメイガ・カブラハバチ・
キスジノミハムシ 
使　用　量：6㎏／10ａ
使 用 時 期：播種時
使 用 方 法：播溝土壌混和
使 用 回 数：1回
シアントラニリプロールを含む農薬の総使用回数：4回
以内（播種時の土壌混和は1回以内、散布は3回以内）

野菜に付く広範囲な害虫に効く殺虫剤。
確かな効き目で好スタート！

「プリロッソ粒剤」

詳しい使い方や使用量は、
最寄りの営農経済センターへ

径5～6cm

おおいがわ 今月の作物


